
 

 

 

 

令和 7年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食レシピ 

 

 

材料（4人分） 

 
・ちくわ       4本 

・茶葉        小さじ 1/2 

・てんぷら粉     40ｇ 

・水         適量 

・揚げ油       適量 

作り方 

 
① ちくわを縦半分に切る。 

 

② Aをすべて混ぜて、①をつける。 

 

③ ②を 180℃の油で揚げる。 

 

※茶葉が大きい場合は、砕く。 
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善
ぜん

通
つう

寺
じ

市
し

立
りつ

東
とう

部
ぶ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

テーマは「季
き

節
せつ

を感
かん

じる栄養
えいよう

満点
まんてん

の献立
こんだて

」です。 

旬
しゅん

のさつまいもを使
つか

ったスイートポテトをデザートに入
い

れて、

秋
あき

を感
かん

じられるようにしました。また、「サラダで元
げん

気
き

」のお話
はなし

に

登場
とうじょう

する人
にん

気
き

メニュー元
げん

気
き

サラダなどと組
く

み合
あ

わせて、栄養
えいよう

満点
まんてん

の献立
こんだて

にしました。 

 

ちくわの緑茶揚げ 
万博献立 8回目のテーマは「いのちを響き合わせる」です。善通寺市出身

の空海は、中国から多くの物や文化を持ち帰り、多様な文化が響きあい、変
わりながら現在の日本文化ができています。今回は、空海が持ち帰ったもの
のひとつ、お茶を使った１品です。 

ABCスープ ミルクパン 

げんきサラダ 

米
こめ

から作
つく

る団
だん

子
ご

。  

満
まん

月
げつ

に見
み

立
た

てた丸
まる

い

形
かたち

のほか、里
さと

いもの

形
かたち

などもあり、地
ち

域
いき

によって違
ちが

いがあり

ます。 

オニオンスープ 

 スイートポテト 
  （小・中） 

◇ リクエスト献立
こ ん だ て

の紹介
しょうかい

 ◇ 
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香
か

川県
が わ け ん

に伝
つ た

わる秋
あ き

の郷
き ょ う

土
ど

料
り ょ う

理
り

 

「食欲
しょくよく

の秋
あき

」という言
こと

葉
ば

があるように、ようやく暑
あつ

さがやわらぎ、過
す

ごし

やすい季
き

節
せつ

になりました。そこで、秋
あき

を代表
だいひょう

する行
ぎょう

事
じ

のお月
つき

見
み

とお祭
まつ

りに食
た

べる香
か

川県
がわけん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

についてお伝
つた

えします。 

多度津
た ど つ

町立
ちょうりつ

多
た

度
ど

津
つ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 

テーマは「旬
しゅん

の食材
しょくざい

を取
と

り入
い

れた洋食
ようしょく

」です。   

旬
しゅん

の食材
しょくざい

を使
つか

い、人
にん

気
き

のある鶏肉
とりにく

のガーリック焼
や

きや ABC

スープと組
く

み合
あ

わせました。また、大
だい

豆
ず

サラダで野
や

菜
さい

と豆
まめ

類
るい

で栄養
えいよう

も取
と

れるように工
く

夫
ふう

しました。彩
いろど

りやみんなの好
この

みも 考
かんが

えた

献立
こんだて

です。 

とりにくの 
ガーリックやき 

だいずサラダ りんごのタルト 
（幼：りんごゼリー） 

あげもん 

「あげもん」は「天
てん

ぷら」のことで、秋祭
あきまつ

りに欠
か

かせない料
りょう

理
り

です。昔
むかし

は油
あぶら

が貴
き

重
ちょう

品
ひん

で、あげもんは特別
とくべつ

な日
ひ

のごちそうでした。れんこんやごぼう、さつま

いもなど旬
しゅん

の食材
しょくざい

を使
つか

います。地
ち

域
いき

によっては、衣
ころも

に黄
き

色
いろ

や緑
みどり

色
いろ

の色
いろ

がつい

ていたそうです。 

A 

里
さと

いもを皮
かわ

付
つ

きでゆでたり 

蒸
む

したりしたもの。平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の女
じょ

性
せい

の服
ふく

装
そう

に 

ちなんで、 

こう呼
よ

ばれ 

ています。 

2025年の十
じゅう

五
ご

夜
や

は 10月 6日、

十
じゅう

三
さん

夜
や

は 11月 2日です。 

昔
むかし

から、秋
あき

は１年
ねん

のうちで最
もっと

も月
つき

がきれいに見
み

える季
き

節
せつ

とされ、昔
むかし

の暦
こよみ

（旧
きゅう

暦
れき

）で秋
あき

の真
ま

ん中
なか

にあたる８月

15日の十
じゅう

五
ご

夜
や

の月
つき

を「中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

」と呼
よ

んで、月
つき

を観
かん

賞
しょう

するお月
つき

見
み

の行
ぎょう

事
じ

が行
おこな

われてきました。ちょうどこ

の時
じ

期
き

に里
さと

いもが収
しゅう

穫
かく

されることから、里
さと

いもをお供
そな

え

したり、「きぬかつぎ」などの里
さと

いも料
りょう

理
り

を食
た

べたりする

風
ふう

習
しゅう

もあり、別
べつ

名
めい

で「芋
いも

名
めい

月
げつ

」ともいいます。 

また、十
じゅう

五
ご

夜
や

からひと月
つき

ほど後
あと

の十
じゅう

三
さん

夜
や

にもお月
つき

見
み

を

する風
ふう

習
しゅう

があり、両
りょう

方
ほう

合
あ

わせてお月
つき

見
み

をすると縁
えん

起
ぎ

が良
よ

いとされています。 

 

てづくり 
ハンバーグ 

ごはん（いたく） 

香
か

川
がわ

県
けん

は昔
むかし

から日
ひ

照
で

りが多
おお

く、水
みず

不足
ぶ そ く

に悩
なや

まされてきました。そのため、米
こめ

の

収 穫 量
しゅうかくりょう

が少
すく

なく、すしはお祭
まつ

りなどの特別
とくべつ

な日
ひ

のごちそうでした。秋
あき

になると

作物
さくもつ

が採
と

れたお祝
いわ

いとしてお祭
まつ

りをします。地
ち

域
いき

によっては「ちらしずし」「かき

まぜずし」「ばらずし」とも呼
よ

ばれ、県内
けんない

の多
おお

くの地
ち

域
いき

で現在
げんざい

に伝
つた

えられています。 ちらしずし 


